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量子コンピュータのソフトウェア開発に取り組む会社です



最先端の技術に取り組む高度共同研究と、その成果を実装した
ソフトウェア ™の２つをコア事業とした成長を目指しています。

技術の可能性を拡げる

高い技術力を持った先端企業と、
量子コンピュータの産業応用に必要な
アルゴリズム開発に取り組む

共同研究 ™

ユーザーを拡げる

多くのユーザーが手軽に
量子コンピュータ上で量子化学計算を
行うためのソフトウェアの提供

成果を実装

ニーズを
フィードバック



現時点で を使いこなせるユーザーは僅少。教育プログラムの
提供を通じ、自社＆エコシステム双方の成長を実現したいと考えています。

Quantum expertise
of user

量子コンピュータ市場

興味がある

理解できる

使える

方針：基礎的な教育プログラムを提供

現時点実績：国内では50社以上の企業に既に実施（QPARC）

今後の計画：海外にも 同様の取り組みを展開

方針： ™を用いたユースケース探索プログラムを提供し

現時点実績： にて既に取組み済。昨年度公開したプロトタイプAPIの利
用回数は130万回に到達

今後の計画：（同上）

“育成されたユーザー”に対してプロダクトを提供

IBMやAWS等の多様なハードウェアプラットフォームに接続す
ることで、ユーザー層をさらに拡大

・・・



コミュニティの運営
国内主要企業 社以上が集う企業コミュニティを運営

量子コンピュータの実応用検討を行う産業コミュニティとして 年 月より
が運営

既に 社以上 名以上の企業研究者に教育・ユースケース探索プログラムを提
供

出所： （ ）より転載



ユーザー企業にとっての難しさ
なぜ今始めないといけないのか？
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現在の計算科学の世界観
開発の効率化・高速化

NISQ
introduction 

FTQC
introduction 

QCによって
実現される世界観



スタートアップとして感じる難しさ
ハイリスクハイリターン型の投資として直近リスクを取る
ことは許容されてはいるが、通信簿は短期的な「売上」と「利益」

短期的な
売上・利益

長期的な
売上・利益

本当に業界にとって必要な活動よりは、
短期の売上・利益を作る活動を優先させがち（＝ に傾きがち）

出所 関係者との議論をもとに 作成



産業応用を進めるために
難しさを感じつつも、なんとかこの技術を産業に役立てたい
との思いから、 と 共創の場量子ソフトウェア拠点で議論を行ってきまし
た

での議論 共創の場での議論

ビジネス視点のワークショップ
■日時：８月２０日（金）１５時～１８時
■概要
量子コンピュータのグローバルな技術政

策動向（ 嶋田フェロー）
ディープテックの社会実装事例と社会変

革の４原則（東京大学馬田先生）
パネルディスカッション

嶋田フェロー
東京大学 馬田先生

企業様（豊田中央研究所様、エネ
オス様、東レ様、ブリヂストン様）

共創の場形成支援プログラム政策重点
分野（量子技術分野）「量子ソフト
ウェア研究拠点」のサークル活動とし
て、２ヶ月に１回程度、有志で議論を
実施
産業発展にとって必要な取り組みや仕
組みを議論



産業応用を進めるために
以下の４つの活動が必要ということで共通認識を持った。

産業視点の理想像・
ロードマップづくり

量子コンピュータを使って実現
したい産業的価値の具体化

オーソライズの付与

国の後援によるオーソライズ、
インパクト投資呼び込みの手助
けになるような指標の策定等？

小さな成果づくり

量子加速の達成、
ユースケースの蓄積

社会の
センスメイキング

利用ストーリーの発信、「○○
チャレンジ」の実施、メディア
とのコミュニケーション、等

出所 関係者との議論をもとに 作成



投票結果１：企業が取り組むべきこと

量子コンピュータを本当に自分達にとって意味ある技術にするために、
もしくは、その前段階としてまず社内でのオーソライズや仲間を得るために、
各社でやっていかなければならないと思ったこと（回答数：６８）

経営層に対して、現時点での量子コンピュータに
対する取組の方向性をロジックとストーリーから
精査し報告するためのタスクフォース活動

社内の幅広い方々へ、量子コンピュータの現状を
認識して頂くための事例調査

社内の多様なメンバーで、量子コンピュータの
中長期的な活用ビジョンを構想共有するための

ワークショップ

技術に関心及び関連があるメンバーと
量子コンピュータの技術的な可能性を検討共有

するための勉強会

出所 （ 年 月 日）の投票結果



投票結果２：コンソーシアムへの期待

量子コンピュータを本当に自分達にとって意味ある技術にするために、
もしくは、その前段階としてまず社内でのオーソライズや仲間を得るために、
QPARCでやっていかなければならないと思ったこと（回答数：６８）

会員企業の課題や希望を取り纏めた
研究ロードマップなどを作成し、

国や海外機関へ提言を行うワーキンググループ活動

会員企業がグローバルな産業化に向けた
技術動向とプレイヤーを一同に把握できる、
量子コンピュータ領域のシンポジウム運営

会員企業の課題やユースケース案を公開し
ソリューションを募集する

グローバルなチャレンジプログラム開催

出所 （ 年 月 日）の投票結果



投票結果３：国の取組への期待

量子コンピュータを本当に自分達にとって意味ある技術にするために、
もしくは、その前段階としてまず社内でのオーソライズや仲間を得るために、
（あえて）国がやるべきと思ったことと思ったこと（回答数：６８）

量子技術に関する人材育成のための検定制度

量子技術関連のスタートアップや海外連携の支援

新規の研究プロジェクトの組成
（企業視点のアプリケーションを目標にした研究など）

量子技術の産業化に向けた研究課題の定義と目標の設定

既存の研究プロジェクトとの連携
（研究報告会への参加や社会実装担当として参画など）

出所 （ 年 月 日）の投票結果



今後に向けて
ビジネスエコシステム育成の観点から

イノベーションマネジメントの理論（『キーストーン戦略』）より

ビジネスエコシステムという概念

産業を企業の競争だけではなく、
企業同士が緩やかに連携しあう生態系と捉え
生態系全体の発展に適合する戦略を分析

参考図書
キーストーン戦略（マルコ・イアンシティ）

インターネット黎明期におけるエコシステム分析

産業化には「エコシステムの健全性」の重要性
健全性の指標として以下の３つが提案

生産性
（投下資本利益率、イノベーションの伝達）

堅牢性
（プレイヤー生存率・エコシステム持続率）

ニッチ創出
（企業の多様性・技術の多様性）

今後の政策・施策に期待すること
フェーズにあった施策が必要ではないか？

「生産性」を指標にするフェーズではない（「５年で社会実装」は不可能）

今はまだ、研究者の遊び心や創意工夫を尊重すべきではないか？
企業が本気で産業価値の根拠となる小さい成果の積み重ね（ニッチ創出）に取り組めるように、
国が政策面でエコシステムの「堅牢性（持続性）」を担保するという官民連携体制が必須では？



今後に向けて
トランスフォーメーションの観点から

変革を伴うディープテックの社会実装の理論（『未来を実装する』）より

テクノロジーの社会実装

スタートアップを中心に
テクノロジーの社会実装の失敗や課題を整理し
テクノロジーを受け入れる社会の在り方を分析

参考図書
未来を実装する（東京大学 馬田隆明先生）

社会との実装に必要な４つの原則

①インパクト
理想と道筋を示す

関わるプレイヤー全員で取り組む必要があると考えること

社会に変革を起こそうとする側としての責務を果たす必要があるのでは？
仲間を呼び集めるためのインパクトの提示
長期的なコミットメント
地道な成果の創出と、啓蒙活動の積み重ね
リスクや懸念への対応

③ガバナンス
秩序をつくる

②リスク
不確実性を飼いならす

④センスメイキング
納得感を醸成する

技術の普及には社会の変化も求められる
（電気が蒸気機関を置き換えるのに５０年かかった）
現代では、社会との実装には以下の４つの原則が存在


